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サブナノ有機ブロックの配列による有機構造体の緻密設計 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

本研究では、モノマー単位で 3次元構造が規定されたサブナノ有機ブロックを用いてオリゴマー

を構築し、サブナノメートル単位で精密に設計されたナノ構造体を構築することを目指している。今

年度は、下記の２つの研究項目を実施した。 

 

1. 新たなサブナノ有機ブロックの開発 

これまでに開発してきた N メチルアラニン型のサブナノ有機ブロックに続く新たなブロックとして、

立体配座が制御されたβアミノ酸型の新たなサブナノ有機ブロックを開発した。具体的には、シク

ロペンタン環によって主鎖の二面角回転が制限されたβアミノ酸のアミノ基上にアルキル基が導入

されたサブナノ有機ブロックを設計し、このサブナノ有機ブロックから構成されるオリゴマーが設計

通りのナノ構造体を形成することを、量子力学計算・X線結晶構造解析・分子動力学シミュレーショ

ン・NMR解析などの手法を用いて確かめた（Org. Biomol. Chem., vol. 20, pp. 6994–7000, 2022）。 

 

2. N メチルアラニン骨格がペプチドの膜透過性に与える影響の研究 

サブナノ有機ブロックを利用した生体応用研究の一環として、N メチルアラニン骨格の導入がペ

プチドの細胞膜透過性に与える影響の評価を行った。その結果、これまでに知られている通り、N

メチルアミド構造の導入によってペプチドの膜透過性が向上することが確認された。また、比較とし

て、アミドやN メチルアミドの等価体であるエステル構造についても、同じ配列のペプチド群に導入

して、その膜透過性への影響を評価したところ、興味深いことに、N メチルアミド構造よりもさらに膜

透過性を向上する場合があることが明らかとなった（Nat. Commun. vol. 14, pp. 1416, 2023）。 
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